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石井（和）君、大庭君、篠木君、杉山（順）君、鈴木君、土屋君、

中本君、藤川君

(＊出席免除会員の欠席者　兼子君、澤田君、山口（雅）君）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２４/３３　　 　　　７２．７３%　　　　２９/３３　　 　　　８７．８８%

２５/３３　　 　　　７５．７６%　　　　　　　　  　　　　　３６名

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

石井真人さん（山田君のゲスト）

４月 ２日　　山本良一君

４月 ７日　　仲原実圭君

３月２８日　　石井司人君

会員誕生日

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

すが、自動運転の走行試験を一時中断しているそうで

す。事故を起こしたのはVOLVOのSUVらしいですが。つい

最近、AIによる車の自動運転が開発されていることが割と

報じられるようになってきましたが、その開発スピードは恐

るべきものがあるような気がします。日本と違って、アメリカ

のような道路整備がしっかりされているようなところでは、

自動運転もそこそこできると思っていただけにショックでは

あります。でも、5年後10年後には日本でもかなり現実に近

い形になるのではないでしょうか。いや、もっと早いかもしれ

ません。自動車はどんどん進化しています。今現在でもア

イサイトを持つスバルやそのほかの追突防止装置を付け

た車が増えたため追突事故が激減して、板金屋さんが商

売あがったりみたいなことを聞きました。前にも話しました

が、内燃機関のエンジンからハイブリッドに変わり、さらに

EVに進んでいく。部品点数が減っていくのはもちろん、変

速機を作っている会社はどうなるのか？完全な自動運転

が可能な自動車ができた場合、運転免許証は必要です

か？それを考えると自動車学校そのものはどうなるのでし

ょうか？ただでさえ、子どもたちが減って、免許を取得しよ

うとする人たちも少なくなっています。そんなことをずっと考

えていたら、自動車保険はどうなるのか？今朝、私の車の

保険を更新しました。まだ相当先ではあると思いますが、

自動運転の車に保険は必要？運転者限定、とかは全く必

要ないのでしょうか？事故が起きた場合はPL法の適用に

なるのか？それとも事故は起きない？過渡期、と言います

か、自動運転の車と今走っている普通の車が混在してい

る状態では無事故というのは避けられないと思います。で

 
 
 

もそれが過ぎた時、興味はありますが、なかなか私の頭で

は想像ができません。いずれにしろ、車に関しては事故を

減らすという意味から考えると必要なんでしょうが、面白み

がなくなり「いつかはポルシェ」の夢も私の頭の中からは完

全に消えてしまいました。

さて、本日3月23日はどういう日か。

 世界気象デー（World Meteorological Day）だそうです。

世界気象機関（WMO）が発足して10年を記念して1960年

に制定された国際デー。1950年のこの日、世界気象機関

条約が発効し、WMOが発足。WMOは、加盟諸国の気象

観測通報の調整、気象観測や気象資料の交換を行って

いる世界組織で、日本は1953年に加盟したそうです。

入会記念日

　寒かったり暖かくなったりの繰

り返しの日々が続きます。多少

薄着になってゴルフもうまくいく

かな、って思いましたが、やっぱ

り気のせいでした。

 先日、アメリカでウーバーの自

動運転車が事故を起こし女性

が亡くなりました。トヨタはこのウ

ーバーに出資をしているそうで



卓話

 

山本良一君：誕生日を皆様で祝っていただきありがとうご

ざいます。

石井邦夫君：本日の卓話の時間、山田定男様よりいただ

き感謝します。及び、会員の皆様の友情にも感謝します。

田中錦城君：春分の日に姪の引っ越しで東京に行きまし

たが大雪で大変でした。

米山晴敏君：今日出張のため早退します。卓話を聞けず

申し訳ございません。

大村典央君：３月１２日、福岡高裁宮崎支部で大崎事件の３

度目の再審が認められました。私は旗持ちを担当し、多くの新

聞、ニュースに載りました。３月１９日、検察は最高裁へ特別抗

告したので、次は舞台を最高裁に移して審理が続きます。ま

たしばらく鹿児島出張が続きます。

スマイルボックス

【世界の人口動態1950年～2050年】

○1950年頃は、世界の多くの国で平均寿命が60歳以下、

高齢化率10%以下であったが、2003年頃になると、世界の

中で日本が飛び抜け平均寿命及び高齢化率ともに最も高

い国となる。

○2050年には、日本のみならず他国も日本に追随するよう

に、平均寿命が延び高齢化率も高くなることが予測される。

【日本の課題】

○日本は2050年に高齢者（65歳以上の割合）が約40.0%、

年少者（15歳未満の割合）が約8.5%となる。（国土交通省調べ）

○国の一般会計歳出について平成7年一般会計予算

70兆9,871億円から平成27年一般会計予算96兆3,420億円

となり、20年間で約26兆円増加している。その主な違いは、

社会保障費が18兆円増加し、国債費が１０兆円増加してい

る。一方で、公共事業費は3兆円減少している。（財務省調べ）

【三島市の課題】

○三島市人口は 2050 年に 約8万人で30年後に約3万人程

度減少が予測。 

○働き手でない年少者が約10％、高齢者が約37％となり人

口の約半数が従属人口となる。（2040年推計値）

○人口の高齢化が進むことで、扶助費が膨張し、2009年か

ら10年間で2.1倍の約92億円に増加 

○自由な裁量で使える投資的経費は年々減少。2009年か

ら10年間で約10億円減少。 

○空き家数は総数7,680 戸 空き家率は 14.3％全国値より

高い（2013 年）

【三島市の課題解決策】

①労働生産性をあげる

先端技術（IT、AI、ロボット）を導入し労働生産性向上を実現

先進事例

・世界で進んでいる電子行政、中国の技術革新

②社会保障費の削減

健康寿命を延ばし医療費を削減

先進事例

・ライザップ、広島県呉市、徳島県上勝町

③自治会力のアップ

国から地方へと、権限と財源が移管される流れがあるように

、自治体内でも分権を進め自治会力の向上が必要

先進事例

・エリアマネジメントによる活性化

④公共施設の整理統合

公共施設を整理統合し無駄な支出を抑え、新たなお金を

生み出す仕組みの構築

先進事例

・ファシリティマネジメントの活用

⑤周辺地域との広域連携

他の地域と連携することで、自立した地域となり

生き残ることが可能

先進事例

・浜松市

【時代の流れから読み解く三島の街づくりの方向性】

大樹ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ/FNPOWER㈱　
代表取締役　石井真人さん　

超高齢社会における三島市の課題解決策 ハード面

○環境と都市との融合

先進事例

・大手町、町田駅

ソフト面

○多様な人材の活用

　 自ら考える力をつける教育

　　画一的な点数の評価は、時代遅れであり、知識だけで

は評価をされない世の中。世界の授業は、決まった正解を

求められるのではなく、自ら何を考え、伝えるのかを大事に

する授業をしている。

対策

　・地域の子ども×貢献したい専門スキルのある人材

　　・起業したい若者×空き家・店舗の活用

先進事例

・空き家バンク　LIFULL HOME’S

・シリコンバレー

① コミュニティの強い田舎

② アクセレレーターがいる

③ 再チャレンジできる文化


